
(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
縦寸法より横寸法が大きい箱状で、吸込用開口部および吐出用開口部を有し、内部に吸込
用開口部より吸い込んだ空気を吐出用開口部に送風する送風機を設けた本体と、前記吸用
開口部に設けられるシャッターを内蔵したダクト接続用の と、前記吐出
用開口部に設けられるダクト接続用の吐出用アダプターと、天井裏上面に固定された吊り
ボルトに係合される吊り金具と 記本体の縦寸法と横寸法の差の厚みを有する補助金具
とを備え、前記本体を横長状態に設置するときには 本体の横寸法対向面に直接前記吊
り金具を取り付け、

前記本体を縦長状態に設置するときには、 本体の縦寸法対向面に前記補助
金具を介して 吊り金具を取り付ける構成としたダクト用換気扇。
【請求項２】
補助金具を 取っ手形状とした請求項１
記載のダクト用換気扇。
【請求項３】

に設けられるシャッターを開閉するシャッター駆動用モーターを設けた
請求項１、または２記載のダクト用換気扇。
【請求項４】
断面がほぼＵ字状に形成され上端に内方に曲折した上片を形成し、側面に内側に向かい突
出する切起し片を対向して複数設けた第１のフレームと、この第１のフレームに設けた一
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対の切起し片に一端が載置され前記第１のフレーム内に配設される整流板と、この整流板
の一端を前記切起し片との間に挟み保持するように載置される形状で上面に送風機の渦巻
状のケーシングを保持する保持片を切り起こし設けたオリフィスと、ほぼ逆Ｕ字状で側片
の一方に吸込用開口部を有し、他方に吐出用開口部を形成し、上面に送風機のファン挿入
孔を設け、前記第１のフレームの上片上に係止され、前記渦巻状ケーシングの上部を保持
する第２のフレームと、この第２のフレーム上に載置される形状で送風機のファンとモー
ターを設けたモーター取付板とを備え、前記モーター取付板を前記第２のフレームを係止
した第１のフレームの上片に係止して本体を形成する構成とした請求項１，２、または３
記載のダクト用換気扇。
【請求項５】
本体内に設けられた整流板の表面に設けられる吸音材と、渦巻状ケーシングと吸込用開口
部間に配設されるようにオリフィスに立設した吸音材からなる遮音壁とを設けた請求項４
記載のダクト用換気扇。
【請求項６】
送風機のファンとモーターを取り付けるモーター取付板の４周のうち、第１のフレームの
上片上に載置される側の２辺の端部に下方に曲折した下向補強片を形成し、他の２辺の端
部に上方に曲折した上向補強片を形成した請求項４、または５記載のダクト用換気扇。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】
本発明は、天井裏に設置され、室内と連通する吸込用ダクトおよび室外と連通する吐出用
ダクトを接続して室内空気を換気するダクト用換気扇に関する。
【０００２】
【従来の技術】
従来のこの種のダクト用換気扇の一例として図１６～図１９に示すものがあった。以下、
その構成について図１６～図１８を参照しながら説明する。
【０００３】
図に示すように、縦寸法Ａより横寸法Ｂが大きい箱状で一端に室内１０１と連通する吸込
用ダクト１０２が接続される吸込用アダプター１０３を有し、他端に室外１０４と連通す
る吐出用ダクト１０５が接続される吐出用アダプター１０６を設け、モーター取付板１０
７に取り付けられたモーター１０８により駆動されるファン１０９をケーシング１１０に
より囲み形成される送風機１１１を内部に設け、送風機１１１の吸込口１１２近傍には吸
込用アダプター１０３から吸い込まれた空気を吸込口１１２に導く導風板１１３および案
内板１１４を設け本体１１５を形成していた。
【０００４】
そして、天井裏上面１１６に固定された吊りボルト１１７に取り付けられる吊り金具１１
８を本体１１５の横寸法対向面となる側面１１９に取り付け、本体１１５をモーター１０
８が下方側に位置するように天井裏１２０内に設置し、天井面１２１には本体１１５に設
けたモーター１０８や電装部１２２の点検ができるように本体１１５の下方に点検口１２
３を設けていた。
【０００５】
上記構成において、点検口１２３の位置が本体１１５の下に位置できないときには、図１
９に示すように、本体１１５を９０°変換して本体１１５に設けたモーター１０８や電装
部１２２が点検口１２３からメンテナンスできるように本体１１５を縦長状態に設置する
必要があるため、本体１１５の縦寸法Ａに対応するように吊りボルト１１７の標準位置の
ピッチ間隔Ｆより狭いピッチ間隔Ｇに寸法変更して吊りボルト１１７を設けていた。
【０００６】
また、本体内に設けられる送風機からの騒音を緩和するため、図２０および図２１に示さ
れるような本体構造のものがあった。
【０００７】
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図に示すように、本体１３１の内部に通風路１３２を形成する送風機のケーシング１３３
と、ケーシング１３３内を区画する一対の隔壁１３４と１３５を設け、風路１３６と、風
路１３７に区分けされ、隔壁１３４にはファン１３８を取り付けたモーター１３９を取り
付け、モーター１３９に対向するケーシング１３３内にモーター側吸音材１４０を設け、
ファン１３８に対向する側の隔壁１３５には吸込口１４１を設け、吸込口１４１に対向す
るケーシング１３３内に吸込側吸音材１４２を設けていた。
【０００８】
【発明が解決しようとする課題】
このような従来のダクト用換気扇の構成では、本体１１５の縦寸法Ａは建物の天井裏１２
０の高さの減少にともない圧縮傾向にあり、所定の風量を得るためには本体１１５の横寸
法を大きくする必要があり、縦寸法Ａと横寸法Ｂを同一にすることは困難となっているの
で、本体１１５の配置方向を変更すると標準設置の吊りボルト１１７のピッチ間隔Ｆと配
置変更後のピッチ間隔Ｇが変わることとなり、吊りボルト１１７の位置変更のための施工
に手間が増えるという課題があった。
【０００９】
また、吸音材を設けたものにおいては、モーター側吸音材１４０と吸込側吸音材１４２を
設けるために本体１３１の横寸法が大きくなるとともに、モーター１３９が本体１３１内
に存在するため、モーター１３９の放熱が悪くなるという課題があった。
【００１０】
本発明は上記課題を解決するもので、施工設計変更に対して既施工部分となる吊りボルト
の位置変更をする必要がなく、本体の設置の可能な、また、本体の強度アップ可能な、ま
た、本体寸法の増加なしに吸音効果をもたらすことのできるダクト用換気扇を提供するこ
とを目的とする。
【００１１】
【課題を解決するための手段】
本発明のダクト用換気扇においては、縦寸法より横寸法が大きい箱状で、吸込用開口部お
よび吐出用開口部を有し、内部に吸込用開口部より吸い込んだ空気を吐出用開口部に送風
する送風機を設けた本体と、天井裏上面に固定された吊りボルトに設けられる吊り金具と
、この吊り金具と前記本体間に介在される形状で前記本体の縦寸法と横寸法の差の厚みを
有する補助金具とを備え、前記本体を横長状態に設置するときには本体の横寸法対向面に
直接前記吊り金具を取り付け、前記本体を縦長状態に設置するときには、本体の縦寸法対
向面に前記補助金具を介して吊り金具を取り付ける構成としたものである。
【００１２】
この発明によれば、施工設計変更に対して既施工部分となる吊りボルトの位置変更をする
必要がなく、本体の設置の可能なダクト用換気扇を提供することができる。
【００１３】
【発明の実施の形態】
本発明の請求項１に記載の発明は、縦寸法より横寸法が大きい箱状で、吸込用開口部およ
び吐出用開口部を有し、内部に吸込用開口部より吸い込んだ空気を吐出用開口部に送風す
る送風機を設けた本体と、前記吸込用開口部に設けられるシャッターを内蔵したダクト接
続用の吸気用アダプターと、前記吐出用開口部に設けられるダクト接続用の吐出用アダプ
ターと、天井裏上面に固定された吊りボルトに係合される吊り金具と、この吊り金具と前
記本体間に介在される形状で前記本体の縦寸法と横寸法の差の厚みを有する補助金具とを
備え、前記本体を横長状態に設置するときには本体の横寸法対向面に直接前記吊り金具を
取り付け、前記本体を縦長状態に設置するときには、本体の縦寸法対向面に前記補助金具
を介して吊り金具を取り付けるダクト用換気扇の構成としたものであり、通常は本体を横
長状態に設置する標準設置状態で本体を保持するように天井裏上面に固定される吊りボル
トのピッチ間隔は決定されているが、天井面に設けられる点検口との関係から本体を縦長
状態に設置する必要が生じた場合には、補助金具を本体と吊り金具間に介在させることに
より、標準設置の既設の吊りボルトにより本体を保持することができることとなり、既設
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の吊りボルトの位置を変更する施工を行う必要がなくなるという作用を有する。
【００１４】
以下、本発明の実施の形態について図１～図１５を参照しながら説明する。
（実施の形態１）
図１～図６に示すように、縦寸法Ａより横寸法Ｂが大きい箱状で、吸込用開口部１および
吐出用開口部２を有し、内部に吸込用開口部１より吸い込んだ空気を吐出用開口部２に空
気流路３を介して送風する送風機４および送風機４の吸込口５に空気を導く整流板６を設
け、本体７を形成し、送風機４は吸込口５を有したオリフィス８と渦巻状のケーシング９
および、ファン１０を駆動するモーター１１と電装部１２が取り付けられたモーター取付
板１３により形成し、吸込用開口部１には室内１４と連通する吸込用ダクト１５の接続さ
れる吸込用アダプター１６を設け、吸込用アダプター１６内には吸込用開口部１を開閉す
るシャッター１７を上部側に設けられる支軸１８を支点に開閉自在に設け、吐出用開口部
２には室外１９と連通する吐出用ダクト２０の接続される吐出用アダプター２１を設ける
。
【００１５】
そして、天井裏上面２２には本体７を横長状態の標準設置ができるようにピッチ間隔Ｃで
もって吊りボルト２３を固定し、吊りボルト２３と本体７と連結する逆Ｌ字状の吊り金具
２４を設け、本体７の縦寸法Ａと横寸法Ｂの差に相当する厚みとなる高さを有する取っ手
形状の補助金具２５を一方は吊り金具２４に、他方は本体７に取り付けられるように形成
する。
【００１６】
上記構成において、本体７を標準設置する場合には、標準設置できるようにピッチ間隔Ｃ
でもって天井裏上面２２に固定された吊りボルト２３間にモーター１１が下方に位置する
ように本体７を挿入し、本体７に吊り金具２４を取り付け、吊りボルト２３に本体７を吊
り下げ設置し、吸込用開口部１には室内１４と連通する吸込用ダクト１５を吸込用アダプ
ター１６を介して接続し、吐出用開口部２には室外１９と連通する吐出用ダクト２０を吐
出用アダプター２１を介して接続し、本体７の下方の天井面２６に開閉自在な点検口２７
を形成し、モーター１１や電装部１２のメンテナンス時には、点検口２７を開放すること
により、本体７に設けたモーター１１や電装部１２が露出されメンテナンスを行うことと
なる。
【００１７】
また、本体７の下方位置に点検口２７を形成することが不可能な場合において、吊りボル
ト２３が標準のピッチ間隔Ｃで設けられている場合には、本体７に設けたモーター１１や
電装部１２が点検口２７の形成される側に向くように、本体７を縦長状態に変換し、本体
７の点検口２７側に対応する縦寸法対向面となる一側面に取っ手形状の補助金具２５を取
り付け、補助金具２５をもって位置調整しながら補助金具２５に吊り金具２４を取り付け
、本体７を吊り下げ、吸込用アダプター１６に設けられたシャッター１７の支軸１８が上
部側に位置するように吸込用アダプター１６を変換して吸込用ダクト１５を接続する。
【００１８】
そして、送風機４を運転すると、室内１４の空気が吸込用ダクト１５を通り吸込用アダプ
ター１６内に設けたシャッター１７が開放し、吸込用開口部１より本体７内に吸い込まれ
、整流板６により吸込口５に導かれるように空気流路３を通り吐出用開口部２より吐出用
ダクト２０を通り室外１９に換気されることとなる。
【００１９】
このように本発明の実施の形態１のダクト用換気扇によれば、本体７の下方に点検口２７
を設置できない場合において、吊りボルト２３が標準のピッチ間隔Ｃで設けられている場
合でも、吊りボルト２３の位置を変える工事を行う必要がなく、メンテナンスが容易にで
きるように本体７を吊り下げ設置することができる。
【００２０】
また、補助金具２５を取っ手形状に形成しているので、補助金具２５を用いて本体７の運
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搬や、設置時の位置調整を容易に行うことができ、作業性を向上することができる。
【００２１】
（実施の形態２）
図７～図１０に示すように、吸込用アダプター１６Ａに設けられるシャッター１７Ａの支
軸１８Ａに接続される回転軸２８を有したシャッター駆動用モーター２９を吸込用アダプ
ター１６Ａの外方位置に設け、電装部１２を介して送風機４と連動運転されるように設け
る。
【００２２】
上記構成において、送風機４を運転するとシャッター駆動用モーター２９も運転されて、
シャッター１７Ａが支軸１８Ａを支点に開放され、実施の形態１と同様に換気を行うこと
ができることとなる。
【００２３】
そして、本体７を標準設置の横長状態から縦長状態に変換させた場合においても、シャッ
ター１７Ａは、シャッター駆動用モーター２９により強制的に開放されることとなるとと
もに、シャッター１７Ａの支軸１８Ａの位置が上下、左右のどの方向の位置においてもシ
ャッターを開放することができることとなる。
【００２４】
このように本発明の実施の形態２のダクト用換気扇によれば、本体７が標準設置位置とは
別の方向に変換され、吸込用アダプター１６Ａに設けられるシャッター１７Ａの支軸１８
Ａの位置が上部位置から他の方向に変わっても、吸込用アダプター１６Ａの方向を変える
必要がないので、施工時間の短縮が図れるとともに、吸込用アダプター１６Ａをどの方向
に向けて設置してもよいので設置時の作業性を向上することができる。
【００２５】
（実施の形態３）
図１１および図１２に示すように、断面がほぼＵ字状に形成され、上端に内方に曲折した
上片３０を形成し、端部にも内方に曲折した側片３１を設け、側面３２には内側に向かい
突出する切起し片３３を対向して複数設けて第１のフレーム３４を形成し、第１のフレー
ム３４に設けた一対の切起し片３３に一端が載置され、他端が第１のフレーム３４に係止
される整流板６を第１のフレーム３４内に設け、切起し片３３に載置された整流板６の一
端を切起し片３３との間に挟み保持するように第１のフレーム３４の切起し片３３上に載
置される形状で吸込口５を有し、上面には渦巻状のケーシング９を保持する保持片３５を
切起し設けてオリフィス８を形成する。
【００２６】
そして、ほぼ逆Ｕ字状で側片の一方に吸込用開口部１を有し、他方に吐出用開口部２を形
成し、上面にファン１０が挿入される挿入孔３６を設けて第１のフレーム３４の上片３０
上に係止され、渦巻状のケーシング９の上部を保持するように第２のフレーム３７を形成
し、第２のフレーム３７の上に載置される形状でファン１０を設けモーター１１を取り付
けたモーター取付板１３には、モーター取付板１３の４周のうち、第１のフレーム３４の
上片３０上に載置される側の対向する２辺の端部に下方に曲折した下向補強片３８を形成
し、他の対向する２辺の端部に上方に曲折した上向補強片３９を形成し、モーター取付板
１３を第１のフレーム３４にねじ４０で取り付けるために、ねじ４０の貫通孔４１をモー
ター取付板１３と第２のフレーム３７に設け、第１のフレーム３４にはねじ４０の螺合す
るねじ孔４２を設ける。
【００２７】
上記構成において、本体７を組立て形成するときには、第１のフレーム３４の一対の切起
し片３３に整流板６の一端を載置した状態で整流板６の他方を第１のフレーム３４に機械
的に固定し、オリフィス８を切起し片３３上に載置し、オリフィス８の上面に設けた保持
片３５に渦巻状のケーシング９を保持し、第２のフレーム３７を第１のフレーム３４の上
片３０に当てがい、第２のフレーム３７の吸込用開口部１および吐出用開口部２を設けた
側片を第１のフレーム３４の側片３１に当てがい機械的に固定し、渦巻状のケーシング９
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の上部を第２のフレーム３７で保持する。
【００２８】
そして、モーター取付板１３に設けた下向補強片３８で第１のフレーム３４の側面３２を
挟むように第２のフレーム３７に設けたファン１０の挿入孔３６内にファン１０を挿入し
て第２のフレーム３７上にモーター取付板１３を載置し、ねじ４０をモーター取付板１３
および第２のフレーム３７内に設けた貫通孔４１を通して第１のフレーム３４に設けたね
じ孔４２に螺合してモーター取付板１３を取り付け本体７を形成する。
【００２９】
このように本発明の実施の形態３のダクト用換気扇によれば、渦巻状のケーシング９およ
びオリフィス８の固定は機械的な固定をしていないので、部品点数も削減できるとともに
、一方向からの組立てが可能となり、作業工数も削減され安価な本体７を提供できること
となる。
【００３０】
また、重量の重いモーター１１を取り付けるモーター取付板１３には下向補強片３８と上
向補強片３９が設けられているので、モーター取付板１３が本体７の下側に設けられても
本体７およびモーター取付板１３は変形することがなくなり品質の向上を図ることができ
る。
【００３１】
（実施の形態４）
図１３～図１５に示すように、整流板６Ａの表面に吸音材４３を設け、オリフィス８Ａの
吸込用開口部１側の上面に支持片４４を設け、支持片４４に吸音材からなる遮音壁４５を
立設し、遮音壁４５が吸込用開口部１と渦巻状のケーシング９間に配設されるように設け
る。
【００３２】
上記のように形成された本体７において、吸込用開口部１より吸い込まれた空気は空気流
路３を通り整流板６Ａにより送風機４の吸込口５に案内されて送風機４内に吸い込まれ、
吐出用開口部２より放出され換気される。
【００３３】
そして、送風機４のファン１０から発生する騒音のうち吸込口から放散される騒音は整流
板６Ａに設けた吸音材４３に衝突し吸音され、渦巻状のケーシング９より放散される騒音
は遮音壁４５に衝突して遮音され、室内（図示せず）と連通する吸込用開口部１から放散
される騒音は減少されることとなる。
【００３４】
このように本発明の実施の形態４のダクト用換気扇によれば、吸音材４３および遮音壁４
５を本体７の形状を大きくすることなく設けることが可能となり、吸音効果を高めること
ができる。
【００３５】
【発明の効果】
以上の実施例から明らかなように、本発明によれば縦寸法より横寸法が大きい箱状で内部
に送風機を設けた本体と、天井裏上面に固定された吊りボルトに設けた吊り金具と、吊り
金具と本体間に介在される補助金具を備え、本体を横長に設置するときには本体に直接吊
り金具を取り付け、本体を縦長に設置するときには、補助金具を介して吊り金具を取り付
けるので、本体を横長から縦長に設置変更する場合の施工設計変更に対して既施工部分の
吊りボルトの位置を変更する施工をする必要がなくなる施工性の良いダクト用換気扇を提
供できる。
【００３６】
また、補助金具を取っ手形状としたので、施工時に容易に本体を運び位置調整もでき、取
り扱い性を向上させることができる。
【００３７】
また、吸気用アダプターに設けられるシャッターを開閉するシャッター駆動用モーターを
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設けたので、本体の取り付けの施工設計変更に対して本体の構成部品の取り付けを変更す
ることなく、施工対応可能とすることができる。
【００３８】
また、本体を第１のフレームと第２のフレームを機械的に固定して箱状に形成するときに
、内部に整流板とオリフィスおよび渦巻状のケーシングを挟み込み保持させるので、部品
点数を削減でき、かつ、整流板により本体の強度アップをすることができるとともに、一
方向からの組立てが可能となり組立工数が削減でき安価にすることができる。
【００３９】
また、整流板の表面に吸音材を設け、渦巻状のケーシングと吸込用開口部間に遮音壁を配
設したので、本体寸法を大きくすることなく吸音効果を高めることができる。
【００４０】
また、モーター取付板に下向補強片と上向補強片を設けたので、重量の重いモーター等が
下向きに取り付けられても本体およびモーター取付板が変形することがなく品質の向上を
図ることができる。
【図面の簡単な説明】
【図１】（ａ）本発明の実施の形態１のダクト用換気扇の本体を横長に設置した状態を示
す斜視図
（ｂ）同ダクト用換気扇の本体を縦長に設置した状態を示す斜視図
【図２】同ダクト用換気扇を天井裏に設置した状態を示す概略図
【図３】同ダクト用換気扇の本体の内部構成を示す概略断面図
【図４】同ダクト用換気扇の本体の構成を示す下面図
【図５】同ダクト用換気扇の本体の横長設置時の状態を示す側面図
【図６】同ダクト用換気扇の本体の縦長設置時の状態を示す側面図
【図７】本発明の実施の形態２のダクト用換気扇の本体の内部構成を示す概略断面図
【図８】同ダクト用換気扇のモーターを下側に向けた本体の状態を示す側面図
【図９】同ダクト用換気扇のモーターを右側に向けた本体の状態を示す側面図
【図１０】同ダクト用換気扇のモーターを左側に向けた本体の状態を示す側面図
【図１１】本発明の実施の形態３のダクト用換気扇の本体の構成を示す分解斜視図
【図１２】同ダクト用換気扇の渦巻状ケーシング部分の構成を示す概略図
【図１３】本発明の実施の形態４のダクト用換気扇の本体の内部構成を示す概略断面図
【図１４】同ダクト用換気扇の本体の構成を示す分解斜視図
【図１５】同ダクト用換気扇の渦巻状ケーシング部分の構成を示す概略図
【図１６】従来のダクト用換気扇を天井裏に設置した状態を示す概略図
【図１７】同ダクト用換気扇の本体の内部構成を示す概略断面図
【図１８】同ダクト用換気扇を横長に設置した状態を示す斜視図
【図１９】同ダクト用換気扇を縦長に設置した状態を示す斜視図
【図２０】従来の吸音材を設けたダクト用換気扇を天井裏に設置した状態を示す概略図
【図２１】同吸音材を設けたダクト用換気扇の送風機部分の構成を示す断面図
【符号の説明】
１　　　　吸込用開口部
２　　　吐出用開口部
４　　　　送風機
６　　　　整流板
６Ａ　　整流板
７　　　本体
８　　　オリフィス
８Ａ　　オリフィス
９　　　渦巻状ケーシング
１０　　ファン
１１　　モーター
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１３　　モーター取付板
１６　　吸込用アダプター
１６Ａ　吸込用アダプター
１７　　シャッター
１７Ａ　シャッター
２１　　吐出用アダプター
２２　　天井裏上面
２３　　吊りボルト
２４　　吊り金具
２５　　補助金具
２９　　シャッター駆動用モーター
３０　　上片
３２　　側面
３３　　切起し片
３４　　第１のフレーム
３５　　保持片
３６　　ファン挿入孔
３７　　第２のフレーム
３８　　下向補強片
３９　　上向補強片
４３　　吸音材
４５　　遮音壁
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【 図 ３ 】

【 図 ４ 】

【 図 ５ 】

【 図 ６ 】

【 図 ７ 】

【 図 ８ 】
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【 図 ９ 】 【 図 １ ０ 】

【 図 １ １ 】 【 図 １ ２ 】

【 図 １ ３ 】
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【 図 １ ４ 】 【 図 １ ５ 】

【 図 １ ６ 】

【 図 １ ７ 】

【 図 １ ８ 】

【 図 １ ９ 】

【 図 ２ ０ 】
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【 図 ２ １ 】
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